
　

前
回
は
、
行
政
経
営
の
新
し
い
潮
流
と
し
て
、

「
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）」

を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
業
績

評
価
」
の
あ
り
方
に
言
及
し
た
。
業
績
評
価
を
導
入

し
て
も
、
経
営
革
新
に
活
用
し
、
住
民
の
満
足
や
品

質
の
向
上
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ

こ
で
今
回
は
、
経
営
品
質
の
向
上
を
図
る
一
つ
の
手

法
と
し
て
、
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
て
い
る
「
日
本

経
営
品
質
賞
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

    
日
本
経
営
品
質
賞
と
は
何
か

　
「
日
本
経
営
品
質
賞
」
は
、
卓
越
し
た
経
営
品
質
の

高
い
仕
組
み
を
有
す
る
企
業
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目

的
に
一
九
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
米

国
の
「
マ
ル
コ
ム
・
ボ
ル
ド
リ
ッ
ジ
賞
」
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
り
、
欧
州
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
品
質
賞
」

な
ど
、
同
様
の
表
彰
制
度
が
世
界
五
十
カ
国
以
上
で

創
設
さ
れ
て
い
る
。

　

審
査
基
準
は
、
基
本
理
念
、
基
本
的
な
考
え
方
、

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
基
本
理

念
に
は
、
顧
客
本
位
、
競
争
力
強
化
、
社
員
重
視
、

社
会
と
の
調
和
の
四
つ
が
掲
げ
ら
れ
、
基
本
的
な
考

え
方
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
プ

ロ
セ
ス
、「
知
」
の
創
造
と
活
用
、
時
間
と
ス
ピ
ー

ド
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
環
境
保
全
と
社
会
的
責

任
、
情
報
に
基
づ
く
経
営
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
九
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
は
、
経
営
全
体
を
見
る
枠
組
み
と
し
て
八
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
ど
の
組
織
に
も
共
通
す
る
仕
組
み

と
し
て
二
十
一
の
審
査
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図

表
参
照
）。

　

審
査
で
は
、「
特
定
方
法
」
は
問
わ
ず
、
成
果
を
重

視
し
な
が
ら
包
括
的
で
一
貫
性
の
あ
る
方
法
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
「
仕
組
み
」
に
着
眼
し
て
評
価
し
て

い
る
。
審
査
の
手
続
き
は
、
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
申
請
書
」
を
も
と
に
書
類
審
査
と
現
地
審
査
を
行

い
、
日
本
経
営
品
質
賞
委
員
会
に
よ
り
表
彰
組
織
が

決
定
さ
れ
る
。
表
彰
は
営
利
企
業
を
対
象
と
し
、
製

造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
中
小
企
業
の
三
部
門
に
分
か

れ
て
い
る
。
申
請
企
業
す
べ
て
に
、
審
査
項
目
ご
と

に
「
強
み
」
と
「
改
善
に
向
け
て
の
提
言
」
を
ま
と

め
た
「
評
価
レ
ポ
ー
ト
」
が
提
供
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
日
本
経
営
品
質
賞
を
中
核
的
な
活
動

と
し
て
、
社
内
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
仕
組
み
の
構
築
、

人
材
育
成
、
優
れ
た
事
例
を
学
習
す
る
た
め
の
機
会

提
供
な
ど
、
一
連
の
ツ
ー
ル
や
施
策
は
「
経
営
品
質

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

日
本
経
営
品
質
賞
を
行
政
に
活
用
す
る

　

日
本
経
営
品
質
賞
は
、
前
述
の
よ
う
に
営
利
企
業

が
表
彰
対
象
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
自
治
体
等
の

非
営
利
組
織
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
経

営
品
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
共
部
門
に
取
り
入
れ

る
動
き
は
す
で
に
広
が
っ
て
い
る
。
総
務
庁
の
平
井

文
三
氏
に
よ
る
と
、
英
国
で
は
、
内
閣
府
の
主
導
の

も
と
、Ｅ
Ｆ
Ｑ
Ｍ
（
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

品
質
賞
の
審
査
に
開
発
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
）
を
公
共
部
門
の
業
績
評

価
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。
わ
が
国
で
は
、

岩
手
県
、
三
重
県
、
高
知
県
、
三
鷹
市
な
ど
が
日
本

経
営
品
質
賞
の
手
法
を
導
入
し
て
い
る
。
実
は
筆
者

も
、
あ
る
市
役
所
の
研
究
会
で
職
員
と
と
も
に
そ
の

活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
日
本
経
営
品
質
賞
を
中
核
と
す
る
経
営
品
質

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
の
点
に
お
い
て
優
れ
て

お
り
、
と
り
わ
け
自
治
体
の
行
政
経
営
に
は
有
効
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

①
競
争
力
の
あ
る
強
い
経
営
体
質
を
創
る

　

審
査
基
準
で
は
、
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
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独
自
の
戦
略
で
顧
客
価
値
を
実
現
し
、
競
争
力
を
確

保
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る
。
多
く
の
自
治
体
は
、

地
方
分
権
が
進
み
都
市
間
競
争
の
時
代
と
い
わ
れ
て

も
、
な
お
横
並
び
意
識
が
強
い
。
ま
た
、
住
民
満
足

度
の
向
上
を
行
政
窓
口
の
挨
拶
運
動
と
勘
違
い
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
本
来
の
顧
客
志
向
の
経
営
は
浸
透

し
て
い
な
い
。
こ
の
手
法
で
は
、
そ
の
自
治
体
の
活

動
が
他
の
自
治
体
や
企
業
と
比
較
し
て
常
に
最
善

か
、
顧
客
の
要
望
を
す
ば
や
く
取
り
込
ん
で
い
る
か

と
い
っ
た
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

②
経
営
上
重
要
な
改
善
領
域
が
明
確
に
な
る

　

審
査
基
準
は
、
経
営
全
体
の
領
域
を
カ
バ
ー
し
、

か
つ
具
体
的
な
活
動
領
域
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

何
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
具
体
的

な
方
法
を
重
視
し
て
評
価
す
る
。
そ
の
た

め
、
そ
の
自
治
体
の
経
営
レ
ベ
ル
の
強
み

を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
、
ど
こ
を
改
善
す

べ
き
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

　

③
経
営
の
有
効
性
を
検
証
で
き
る

　

審
査
基
準
で
は
、
経
営
上
の
主
な
仕
組

み
に
つ
い
て
相
互
の
関
連
性
と
一
貫
性
を

評
価
す
る
。
自
治
体
の
行
政
改
革
大
綱
を

見
る
と
、
見
直
し
項
目
を
総
花
的
に
列
挙

し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の

手
法
で
は
、
自
治
体
の
行
政
改
革
の
諸
活

動
が
包
括
的
で
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
、
あ
る
理
念
や
目
標
に
沿
っ
て
い
る

か
、
仕
組
み
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い

る
か
、
本
当
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か
を

検
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

④
継
続
的
な
改
善
に
よ
り
自
己
革
新
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

審
査
基
準
で
は
、
学
習
の
仕
組
み
や
現

在
の
や
り
方
の
見
直
し
方
法
を
評
価
す

る
。
ま
た
、
審
査
基
準
を
用
い
た
自
己
評

価
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
治

体
は
、
自
己
評
価
の
実
施
と
学
習
の
積
み

重
ね
に
よ
り
絶
え
ず
経
営
革
新
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑤
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
適
応
で
き
る

　

日
本
経
営
品
質
賞
は
、
大
企
業
か
ら
中

小
企
業
ま
で
を
幅
広
く
対
象
と
す
る
。
都
道
府
県
や

政
令
指
定
都
市
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
治
体
だ
け
で

な
く
、
町
村
な
ど
の
小
規
模
な
自
治
体
で
も
大
き
な

成
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
全
社
的
に
限
ら
ず
事

業
部
門
単
位
で
も
導
入
で
き
る
。自
治
体
の
場
合
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
幅
広
く
提
供
し
て
い

る
た
め
、
顧
客
は
誰
か
、
提
供
す
る
価
値
が
何
か
を

統
一
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
部
署
ご
と
に

取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
顧
客
や
価
値
を
定
義
し
や
す
い

だ
ろ
う
。

　

⑥
改
善
の
手
法
は
問
わ
な
い

　

日
本
経
営
品
質
賞
は
、
特
定
の
専
門
推
進
組
織
や

管
理
手
法
は
問
わ
な
い
と
の
考
え
方
に
立
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
Ｑ
Ｃ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
（
ト
ー
タ
ル
・
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇

〇
〇
な
ど
の
改
善
活
動
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、

自
治
体
は
、
手
法
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
各

自
に
適
し
た
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
改
善
活
動
を
否
定
し
て
新
た
な
活
動
を

実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
自
治
体
は
、
従
来

の
蓄
積
を
総
動
員
し
て
経
営
革
新
の
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
経
営
品
質
賞
が
公
共
部
門
に
ど
れ
だ
け
適
用

可
能
か
は
、
な
お
検
討
課
題
で
あ
る
。
た
だ
、
民
間

企
業
の
経
営
手
法
を
で
き
る
限
り
行
政
現
場
に
取
り

入
れ
る
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
本
旨
か
ら
い
え
ば
、
安
易

に
行
政
独
自
の
審
査
基
準
を
設
け
る
よ
り
も
、
で
き

る
限
り
民
間
企
業
と
同
じ
審
査
基
準
に
基
づ
く
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

   
（
参
考
文
献
）
日
本
経
営
品
質
賞
委
員
会
『
日
本

経
営
品
質
賞
審
査
基
準
書
二
〇
〇
〇
年
度
版
』
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